
年度

（間接補助の場合）
間接補助とする理由
及び再交付先への配

分基準、審査基準

補助金の目的
及び

補助対象事業

延長回数 0 回

終期を延長する
理由

補助金の終期

□　個人
□　団体

歴史的・文化的価値のある建築物等を有する都市景観形成地区内において、景観形
成建築物等の修理又は歴史減と調和した建築物等の修景を行うこと。

都市景観形成建築物等の修理、
建築物等の修景を行う者

区分 建設費に対する補助金

　□　その他

【補助対象経費、補助金額の算定方法・考え方】
＜交付対象費用＞
①修理費
都市景観形成建築物等の修理のうち道路、公園等の公共空間から通常見える建
築物等の部分（構造体を含む）に要する費用
②修景費（建築物等修景費、建築設備等修景費、外構修景費、色彩等修景費）
上記に該当する修景費のうち道路、公園等の公共空間から通常見える建築物等
の外観（構造体を含まない）を修景した場合の工事費から通常要する工事費を差
し引いた費用
＜助成金額＞

平成28

（公募の場合）
公募時期

       補助金調書

交　付　先

（公募の場合）
応募要件

年度当初

（非公募の場合）
非公募の理由

補助開始年度

住宅都市局地域まちづくり推進部
都市景観室（TEL092-711-4395）

【目的】
福岡市都市再生整備計画事業補助金交付要綱第３条に基づく民間建築物等修景助成事業につ
いて、歴史資源と調和した街並の形成を促進することを目的に修景助成を行う為交付するもの。
【補助対象事業】
・都市景観形成建築物等の復元又は保存を図るための改築、修繕等。
・建築物等の新築、増築、改築、大規模な修繕、大規模な模様替え又は色彩の変更等を行う際
に、当該建築物等を歴史的な外観とする工事。

担当課
（連絡先）

補助金名 都市景観形成建築物等保全整備補助金

交付先決定方法 　　□　公募

交付対象経費及び
補助金の算定方法等

平成27 2年度 年度経過年数

区分 補助対象 補助率 限度額

修　理 都市景観形成建築物等の修理 1/2以内 450万円

修　景 上記以外の建築物等の修景 1/2以内 300万円

設計費等 測量，調査及び設計・監理に要する費用 1/2以内 75万円

その他市長が必要と認め
る経費（但し、修理及び
修景に対し加算する）

特にその建築物等の規模が大きく、著しく修
景に要する費用が見込まれるもので、敷地面
積が300㎡以上、かつ、建物の階数が４階以上
の建築物等とする。

1/2以内 200万円



件 件 件 件

千円 千円 千円 千円

補助金交付
による効果

景観に配慮された住宅等の整備が進み、歴史的街なみの保全及び継承、統一感のあ
る街なみの形成が図られた。

前々々年度交付状況等
【上段：交付件数】

【下段：決算】
（※１）

前年度当該年度

前年度補助事業
の主な実施概要

■民間建築物の修景
・賃貸マンションの新築において、道路に接する部分に瓦屋根を使用した和風の門を設置する
など、歴史資源と調和を図る計画。

1

6000

前々年度

※１：金額総額であり、複数の団体等に交付している場合、個々の団体等への交付額等を示すものではありま
せん。なお、当該年度は当初予算額を記載しております。また、前年度決算額について、補助額の確定が未了
のものは、交付件数および交付決定額を外数として（）書きで記載しております。

3000
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